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研究成果の概要： 

 この研究は、英国ヴィクトリア朝の大衆小説家であったウイルキー・コリンズの職業作家と

しての生涯を、当時の出版産業の発展に絡めて包括的・学術的に研究するという、学界初の試

みであり、その意義を広く国際的に知らしめたことに成果がある。そして同時に、この研究結

果は、図書に関する歴史学が未だそれ程発達しているとは言えない日本においての出版産業・

出版史研究の前進に貢献するものであろう。 
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１．研究開始当初の背景 

 チャールズ・ディケンズはもちろんのこと、

ガスケル、サッカレー、トロロップといった

ヴィクトリア朝の多くの小説家の職業生活は、

出版史の見地から包括的に研究されてきた。

しかしながら、ウィルキー・コリンズに関し

ては、今日に至るまで、このような視点から

その作家生活を説明しようと試みる研究者は

いなかったのである。 

 作家としてのウィルキー・コリンズの経歴

は４０年以上に渡り、それはヴィクトリア女

王の治世の初期と末期を除いたほぼすべての

期間と一致する。その長い期間に、彼の著作

は、英国における大衆文学の緩やかな台頭の

証人ともいえる役割を担っていた。この意味

での重要性でコリンズの著作に勝るのは、彼

の師・協力者・友人・ライヴァルであったデ

ィケンズの作品ぐらいであろう。扇情的小説

の「父」、推理小説の「祖父」とも言われるよ

うに、コリンズの扇情とサスペンスへの探究

心、言い換えれば、超自然的なものと異端的

なものへの探究心は、ミステリーとロマンス

という近代の人気あるジャンルの形成にとっ

ては、ほかの何よりも重要な意味を持つもの

である。コリンズの作家生活が始まった時期

には、前時代からのパトロン制度が幅を利か

せており、そして作家生活が終わりに近づく

頃には大衆小説市場の勃興が明らかに認めら

れるようになっていた。 

 こういった変遷の時期と重なるコリンズの

作家活動は、ヴィクトリア朝最盛期の社会

的・文化的発展に対して特異な意義を持つと

言えよう。変遷とは具体的には、文学作品の

日用品化、著作権概念の法的成文化、作家の

役割の職業化、「大衆的」読者と「真面目な」

読者の区別、という点に見られる。コリンズ

は全般的には出版の新しい傾向に好意的であ

ったが、こうした変化・発展に対する彼の反

応はしばしば複雑で矛盾を含むものであった。

このことは彼の通信文（手紙）に顕著に表れ

ている。現存する通信文のほぼ半分近くは出

版の取引と履行に関するものである。 

 以上のような事情を踏まえて、今回のプロ

ジェクトは、コリンズがその作家活動の各段

階において変遷する出版業界にどのように対

処し関わったかを研究するものであり、次に

挙げる５つの点に焦点を当てている。 

 (1)定期期間出版と連載ものの出版 

(2)書籍としての出版と、それを貸し出す図

書室の存在 

 (3)劇場での上演を目的とした、小説の脚色 

 (4)フィクション市場のグローバル化 

 (5)著作代理店組織の形成 

以上の点すべてが、１９世紀後半の文学・社

会学において非常に興味深い事例研究の構

成要素である。 

 
 
２．研究の目的 

 この研究プロジェクトの目的は、ウィル

ー・コリンズというヴィクトリア朝の大衆小

説家の作家活動を、当時の出版産業の発達に

絡めて学術的に考察することである。 

 
 
３．研究の方法 

 上記の目的を達成するためには、大英図書

館所蔵の専門コレクションの書籍及び定期

刊行物を読破するのみならず、英国、米国、

オーストラリアの複数の出版社のアーカイ

ヴでの膨大な一次資料の調査が必要であっ

た。このアーカイヴでの資料収集を適時に効

率よく進めるに当たっては、資料をデジタル

映像に収めて保存、活用するために、最新の

科学技術を最大限に活用した。 

 
 
 
４．研究成果 



 当初の研究計画で設定された４年間に、一

次調査を完了し二次資料を読破するのみに留

まらず、こうした活動の集大成として、相当

数の学術論文やモノグラフを執筆し、出版ま

たは学会で発表をした。出版物のうち特に重

要なものは下記のとおりである。 

 (1)これまで未出版のコリンズの手紙 ― 

特に小説家及び劇作家としての彼の職業

生活に関するもの―の編纂。[図書 (1) 

及び論文 (1)、(4)、(7)、(8)] 

 (2)アンドルー・モーンダー教授との共著に

よる最近のモノグラフ。これは "Life 

and Letters" シリーズにパルグレイヴ

社より出版。[図書 (11)] 

 (3)"The Serial Revolution"に関する論文

をロバート・パテン教授と共同執筆。こ

れは権威ある "Cambridge History of 

the Book in Britain" シリーズの第６巻

に収められた。 

 この研究の成果は、以上のように既に国際

的に広く認められている。そして同時に図書

史という分野が未だ比較的に開拓されてい

ない日本において、出版研究の進歩に多大な

貢献をするものである。 
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